
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

理事長 古田 宣稔 

明けましておめでとうございます。 新しい年を迎え、皆様如何お過ごしでしょうか。 

今年度は、ビエンチャン周辺の支援活動からの発展的撤退と、今後活動を継続していく地域を調査し決

めていくことをお約束しておりましたが、１２月２２日から２８日まで帖佐夫妻、小幡理事の４名でラオ

ス視察に行って来ました。視察内容はツアー報告をご覧ください。 

今回のラオス訪問で「ラオスの将来」を考えました。現在のラオスは中国、タイ、ベトナム、韓国等の

企業が進出し、１年前に比べて驚くほどの速さで、近隣諸国の力で都市部の産業改革が進んでいます。 

２０年前のタイやベトナムを視る思いがしました。ラオス、カンボジア、ミャンマーは今がその時なので

す。道路の両側に広がっていた田んぼはゴム農園に取って代わりつつあり、力車が走っていた道路は、物

資を運ぶトラックが引っ切り無しに走っており、横断すら出来ません。 

町には物が溢れ、工場が建ち、暮らしが豊かになったと錯覚します。一方、地方の田舎や少数民族そして

言葉が話せない人々は貧しいまま、昔ながらの生活をするしかないのです。 

豊かな暮らしとはいったいなんでしょう。ラオスは今大切な物を失いつつ有るのではないかと思えてな

りません。以前、世界中で異常気象による豪雨や干ばつが発生し農作物も甚大な被害を受ける中、緑豊か

な農業立国ラオスの時代が来る予感がすると書きましたが、工業化の波はラオスを飲み込もうとしている

ように感じます。 
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それは、低賃金の労働力、広大な農地を工場地帯に、豊富な電力や資源、そしてメコン川の豊かな水、そ

れが魅力的に見える人々がラオスに群がりつつあると思えてなりません。 

１０年後緑豊かな国、そして美しいメコンが果してあるのかと思わずにはいれませんでした。 

物が豊かになることで、ラオスの心の一部が失われることが無いようにと切に望む旅でした。 

 我々が活動するカムアン県は衛生面、教育面でまだまだ支援を必要とする地域であり、ラオスの心その

ままです。「じゃっど」の活動を通じ子供達の成長を助けることが「ラオスの将来」に寄与出来るのではな

いかと思っております。新しい年、皆様と一緒に取り組んで行きましょう。宜しくお願いいたします。 

 

2013．12 月 じゃっどスタディツアー報告 

じゃっど理事 小幡順子 

12 月 22 日（日） 

早朝、福岡空港集合 

10：30－19：20 ホーチミン経由ビエンチャン着 

Dr.ソムチット、Dr.コンサップとホテルで打ち合わせ 

12 月 23 日（月） ビエンチャン市内支援校視察 

10：45～11：00 ナテ小学校視察 

 旧校舎屋根の梁がシロアリ被害で破損しているため支援の要望があり、検討の方向です。 

現在、屋根撤去中。 

11：30～12：00 バンチャン小学校視察 

 昨年度支援した校舎屋根を確認。 

屋根の梁がシロアリ被害で破損していたが、金属製の梁に交換し上質トタン板屋根に改修。 

14：30～15：00 サムケ小学校視察 

 10 年ほど前に日本人の支援で建設された新校舎。トタン屋根や扇風機などが傷んできたので新たな援助

の要望がありました。 

ナテ小までの往路は従来の 10 号線からの道路を使用 

して 1 時間 40 分かけて移動しました。復路は新しく 

できた道路を利用して 13 号線方面に出てビエンチャ 

ン市内へ 1 時間ちょっとで移動しました。ナテ小裏に 

ある艀
はしけ

（右写真）を利用するために安全性に少し不安 

がありますが、このルートを使えば今後のツアー参加者 

の負担は軽くなりそうです。 

 ホテルまでの帰路途中にあるアイテック（東京ビック 

サイトのような見本市等が行われる場所）に立ち寄ると、 

現在のアイテック横に新しいアイテックを建設中でした。7～８階の巨大な施設になるらしく大きな工事で

した。アイテックだけでなく、ビエンチャン市内は各地で建設ラッシュです。以前より装飾的な建物が増

えてきたように感じました。 

 

12 月 24 日（火）ビエンチャン～カムアン県タケク移動  

7：30～ 13:00  途中 2 回のトイレ休憩を挟んで 300km 以上を国道 13 号線南下。 

14：00～14：30 カムアン県保健局副局長パースック氏と会見 

14：45～15：10 カムアン県教育長副局長と会見 
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15：25～16：00 ISAPH 訪問 福山修次氏、田川薫氏と会見 

18：40～20：30 保健局長トラカム氏 等を招待して会食 

 今年度より母子保健支援を主体とする ISAPH と組んで 

カムアン県セバンファイ郡の 3 つの小学校で活動を開始 

するにあたり関係省庁を表敬訪問しました。保健局の担当 

者によると、セバンファイ郡では寄生虫保有率が 50％ 

を超えその理由として生魚を食べる習慣があるためだとい 

う事でした。各種トレーニングや水,トイレの整備などを 

行っているが学校保健からのアプローチということで期待 

しているそうです。 

今回、共同で活動することになる ISAPH は母子保健 

を中心とする NGO です。食を中心に活動を行っている 

ということですが、食事のタブーなど因習がその活動の推進を遅らせているということでした。 

12 月 25 日（水）支援校視察 

7：35 ホテル発 13 号線南下 

9：10～13：20 Tung（トゥン）小学校訪問 

13号線沿いにある 児童数150人の学校。今回始めるプロジェクトの対象校３校のひとつです。到着後、

セバンファイ郡教育局立会いの下、支援校３校と今回机椅子を寄贈する７校の関係者への日本から持参し

た文具類等の譲渡式、机椅子記名、バーシー、昼食会を行いました。 

13：30～14：15 Bunh Hau Na（ブンフアナー） 小学校訪問 

13 号線沿いにある児童数 268 人、支援対象校のひとつです。今回援助した道路からトイレまでの水道施

設設置の確認と学校施設の確認を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

セバンファイ郡には 10 校を超える小学校がありますが、交通の便が悪いため 13 号線に近い３校への直

接支援となります。カムアン県の保健局や教育局、ISAPH、そして Dr コンサップなどが検討して、ラオ

人主体の学校、少数民族主体の学校、ラオスでは少数派のキリスト教徒地区の学校の３校を選択しました。 

机椅子を寄贈した７校は教育局に選んでもらいました。Dr コンサップいわく「決して行くことはないほ

ど不便な小学校にこの机椅子は運ぶので、書き漏らしがないように十分確認して記名してください」。それ

ほど交通の不便な場所にあるそうです。そのため Tung 校で 7 校分すべての記名作業を行いました。寄付

をいただいた方にはこれまで寄贈した学校の写真を添付していましたが今回は、Tung 小学校の写真を載せ

ますのでご了承ください。 
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記名を済ませた机椅子は早速それぞれの学校が手配したトラックやトゥクトゥク（トラクターを改造し

た大八車のような乗り物）に載せられ、式典の後それぞれの学校へ運ばれていきました。 

Bunh Hau Na 小学校は少数民族主体の学校です。家庭ではラオス語ではなく少数民族の言葉を使い、プ

レスクールでラオス語を学んでから小学校へ進学するそうです。３棟ある校舎のうちひとつは、以前日本

人が寄付したというとても立派な校舎でしたが、他の２棟は隙間だらけの壁や屋根です。幸い 13 号線沿い

にあるため水道本管から近く、校内への水道引き込みを援助することができました。 

もうひとつの支援校 Don Makkba(ドンマ－クバ)は一日がかりの距離にあるということで、今回視察は

行えませんでした。 

タケク滞在ホテルでは、タケク市内上下水道整備のため滞在中の日本企業職員と一緒でした。私たちが

学校の水道設置援助をしたと話すと興味を示され、カメラの画像をみせると、「ビニールホースのような水

道管ですがこれは堅く大丈夫だろう」とのことでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

12 月 26 日（木）カムアン県タケク～ビエンチャン移動  

12 月 27 日（金）ビエンチャン市内観光、 ブッダパーク、鉄道駅、タラサオなど 

 タイとの国境にかかる友好橋近くにあるターナレーン駅。開設当時辺りに何もなくは駅だけがポツンと

ある印象でしたが、中国の援助で中国昆明まで鉄道延長工事が始まったようで、友好橋のゲート周辺もデ

ューティーフリーやマーケット、カジノで賑わう界隈となっていました。そこで売られている商品のほと

んどは中国製です。市内を観光して回ると、ラオスが中国経済に頼っている現状をヒシヒシと感じます。

Dr ソムチットによると現在あるチャイナタウンとは別に、新たに 8 エーカーという広大なチャイナタウン

が開発中だそうです。 

12 月 28 日（土）  早朝、福岡空港着 現地解散 
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 新プロジェクトの打ち合わせということで理事 4 人のみによるツアーとなりました。カムアン県までの

長距離移動など不安な面もありましたが、タケクまでの 13 号線は主要幹線だけあって整備されており、途

中には新設ガソリンスタンドも多く、そこでのトイレ休憩となったため快適でした。セバンファイ郡にあ

る支援校にはトイレが設置され、掃除が行き届いていたのでこちらも気持ちよく使うことができました。 

 今回、タケクのホテルに忘れ物をするというハプニングがありました。忘れ物に気付いたホテル職員は、

私たちが面談した保健局パースック副局長と連絡をつけ、翌日の長距離バスに頼んで私たちの手元に届け

てくれるという実にラオス的な対応を取ってくれました。日本の「おもてなし」が話題になっていますが、

共通する国民性をラオス人に感じてしまいます。 

 ラオスの地方都市ということで参加を控えられた方もいるかもしれません。今回視察してみて、私個人

的にはラオスの首都ビエンチャンと地方都市を見ることができてよかったです。次回は、みなさんと一緒

に、タケク市内にあるシコータポーン大仏塔前の屋台でメコン河を眺めながらビアラオをいただきたいと

思います。ぜひご参加ください。 

 

【カムワン県訪問のまとめ】    

                                      帖佐 徹 

 明けましておめでとうございます。さて「じゃっど」の新しい支援対象として、カムワン県セバンファ

イ郡シーブンファン地区を訪問しました。この地区は私の務める聖マリア病院グループの NPO”ISAPH”

の活動地域です。ここで長く小児栄養改善のプロジェクトを実施しています。現在は Dong Savan 村で、

栄養改善の一環として、寄生虫対策に注力しています。「じゃっど」もこれに協力して、地区の 3 つの小学

校を起点として寄生虫対策を含め、学校保健をやっていく予定です。私は 1992 年から三年間、ラオスで

JICA 公衆衛生プロジェクトの予防接種拡大事業(EPI)専門家として、何回もカムワンを訪れています。当

時の知り合いが皆偉くなっています。現在の県保健局長トラカム先生もその一人で飲み友達です。Dr コン

サップや Dr ソムチットもよく現地を訪問しており、知人も多いようです。活動するにはコミュニケーショ

ンを取りやすい場所です。ただ、現状はそう甘いものでもありません。昨年 6 月も現地訪問して、ISAPH

の寄生虫検便検査の報告等も聴かせてもらったのですが、かなりの陽性率です。ラオスで問題になる寄生

虫は、川魚の生食から感染する肝吸虫Opisthorchis、足の裏や水遊び中の皮膚から感染する鉤虫Hockworm

がメインです。Dr コンサップも、「じゃっど」ミッションの直前に多忙な時間を抜って、Tung 小学校の検

便をしてくれましたが、児童 138 人中それぞれ 31％、19.5％の感染率でした。両方持っている子も 8％い

ます。これらの寄生虫は肝硬変や貧血など怖い病気を引き起こしますが、その感染経路が、ラオス人の生

活パターンと極めて密接なため、感染予防が難しいのです。「魚を生で食べるな」「はだしで歩くな」「川で

泳ぐな」等と口で言っても行動変容を呼び起こすのは困難です。我々でも、「酒を飲むな」「おいしい物を

食べるな」と言われても簡単に従うでしょうか。虫下しをのませればいいではないかと意見も出そうです

が、これもそう簡単ではないのです。肝吸虫にはプラジカンテル、鉤虫にはアルベンダゾールという駆虫

剤があるのですが、少ない容量だと 100％駆虫率が得られません。しかし大人の容量を子供にものませる

かというと、現地保健スタッフの躊躇があります。さらに、一度駆虫に成功しても、生活パターンが変わ

らなければ、再感染はきっと起こります。いやはや、我々のやって来た学校保健の教育の方法論が、どれ

ほどこの地域の人々に伝わり、子供の健康を守れるのか、なかなかチャレンジングな課題です。いろいろ

と戦略を練る必要があるのでしょう。
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                                            事前に検便をしてデータを集めました  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           ｱﾅﾏｲｿﾝｸﾞをすぐに覚えて披露 

     青空のもとで歓迎の宴 

 

 

 

 

 

 

                                  

       校庭の一角の販売部 

 校庭の一角にある購買部（おやつも売ってます！） 
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——ツン村小学校の生徒にインタビューしました—— 

 

2013 年 12 月 25 日 

 

①クムパーソーンちゃん  11 歳（5 年生） 

 将来の夢：小学校の先生 

 机椅子譲渡式の前にアナマイソングの CD を流している 

最中，Dr コンサップの「もう覚えたかな」の問いかけに女 

の子で最初に「覚えた」といってみんなの前で歌ってくれた 

子です。将来の夢は？と尋ねると「先生。小学校の先生」 

と元気よく答えてくれました。リーダー的な性格のようで、 

その後の歓迎会でも他の女の子たちと一緒に踊りを披露して 

くれました。 

 

②トンスック君 年齢不明（3 年生） 

 将来の夢：軍人 

 「歳を教えて」の問いに、「知らない」と答えたトンスッ 

ク君。繰り返し尋ねると「俺何歳だっけ？」と周りのお友達 

に尋ねていました。でも、将来の夢を尋ねると「軍人」と 

即答でした。 

 

③オーヘーカン君 10 歳 4 年生 

 将来の夢：軍人 

トンスック君に学年を教えてくれたお友達です。「僕にも聞いて」 

という顔で近づいてきてくれました。どうやら将来の夢は「軍人」 

という男の子は多いようで、トンスック君の答えにうなずいてい 

る子が何人かいました。 

インタビュー

中、たくさんの

子供達に囲まれ

た小幡理事 
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2013 年 9 月 28 日

ラオス民族音楽団の演奏と躍りの祭典

氏は、今回通訳兼コーディネータとして

実行委員会の評価は高く、今までの

多くの方に、ラオスに触れてもらえる良

 

 

 

 

  

 

 

                       

 

                

 

 

 

 

 

 

 舞台では車座になって、モーラム（

 

                                     

最後に出演した全員

 

 

 

 

 

                                    

                                        

 

 

 

 

 

 

                            

 

      一番大事なお疲れ様会！

 

日 薩摩川内国際青少年音楽祭を後援

祭典が開催され、じゃっどの 20 周年式典で演奏頂

コーディネータとして同行されました。 

までの音楽祭の中でも最も良い出来とのこと。 

良い機会でした。「チャンパーの花」を参加者全員

                        

（伝統文化）のかけあいがありました。 

                                      

全員で記念撮影 

                                    日舞も

                                      

                             

！                パネル展を開催

後援 

演奏頂いた虫明悦生

参加者全員で躍りました。 

も共演！ 

                                       

開催    
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【事務局たより】 

新規会員・ご寄付（2013 年 7 月～2014 年 1 月） 

感謝の気持ちと共に、ご協力くださった皆様のお名前

を記載させていただきました。（以下敬称略させてくだ

さい） 

■ 新規会員   柳元理恵（鹿児島市）、向井佑次郎、 

上白石大喜（薩摩川内市） 

■ 平成 24 年度会費  野元善文（いちき串木野市） 

■ 平成 25 年度会費  鎌田到（北海道）、岩田誠、宇津

木和子、小林義郎、高木史江（東京都）森田由夫、 

斉藤洋史、高橋尚子（埼玉県）望月明子(神奈川県)、

熊谷銀次郎（兵庫県）、鈴木琴子（茨城県）、森岡芳子、

納光弘、柳元理恵、夏越久美子（鹿児島市）、松永武

志（阿久根市）、野元善文、丸田小百合（いちき串木

野市）、中村律子、小幡順子（出水市）、土川京子、中

村吉次、東條勝代、岩崎岩男、渡辺裕子、三本釈世、

小倉邦子、向井祐次郎、上白石大喜、平山健介、岩月

洋孝・たち子（薩摩川内市） 

■ 平成 26 年度会費  田良島美佳子、丹沢佳子（東京都）

高橋尚子（埼玉県）、姫野治子(福岡市)、南武嗣、長友

由紀子（鹿児島市）川原恵子（阿久根市）、若田吉朗、

橋口知章、平山健介、南修・恭子、かんだ調剤薬局、 

㈱ハートフル、安永健次郎（薩摩川内市） 

■ 平成 27 年度会費  宇井豊（神奈川県）、高橋尚子（埼

玉県）、内田和子（福岡県）、時村ヨシ・睦子(鹿児島市） 

■ 平成 28 年度会費  高橋尚子（埼玉県） 

■ 寄付金  高野眞綾（埼玉県）、宇井豊（神奈川県）、

山内京子（広島県）、長友由紀子、時村ヨシ・睦子 

（鹿児島市）、野元善文、丸田小百合（いちき串木野市）、

宮里百江、木藤晃、向井祐次郎、江口紀子、澤口ミチ

子（薩摩川内市）   

■ 机、いす募金 4 口：望月明子（埼玉県）、新田雄二（福

岡県）、長友由紀子（鹿児島市） 

2 口：丹沢佳子、小林義郎（東京都）、山内京子（広島

県）姫野治子（福岡県）、野元善文、丸田小百合（いち

き串木野市）、若田吉朗、古田宣稔（薩摩川内市） 

1 口：岩田誠（東京都）、宇井豊(神奈川県）、柳元理恵

（鹿児島市）、米澤眞知子、立島尚子、下茂帛子、禰占

美保子、十島捷代（薩摩川内市） 

■ 大口寄付  帖佐徹、上赤順子(薩摩川内市) 

■ 印刷協力 神崎侯至（株式会社アクティブ） 

■ 新聞発送協力 立島尚子 

【国内活動】 

7 月 20 日 ラオスパネル新規作成打ち合わせ（帖佐、古

田、神崎、小幡、泊） 

アイサップ ラオス活動報告会（古田） 

於：聖マリア学院大学 

8 月  1 日 西日本キッズ大賞推薦校選定、北薩教育事務

所へ協力依頼（古田、今屋） 

薩摩川内国際青少年音楽祭実行委員会（神崎）

 

9 月 3 日 

9 月 13 日 

 

9 月 14 日 

9 月 19 日 

9 月 25 日 

9 月 28 日 

 

10月 5日 

10月 6日 

10 月 10 日 

 

10 月 26 日 

 ～27 日 

11月 7日 

11月 8日 

薩摩川内国際青少年音楽祭実行委員会（高橋）

西日本キッズ大賞推薦校（平佐西小学校）と 

打ち合わせ（古田、今屋） 

薩摩川内国際青少年音楽祭実行委員会（神崎）

薩摩川内国際青少年音楽祭実行委員会（神崎）

薩摩川内国際青少年音楽祭実行委員会（神崎）

薩摩川内国際青少年音楽祭(帖佐、古田、神崎、

小幡、高橋、今屋、牧田、柴） 

南日本新聞社取材（帖佐、高橋） 

JICA 国際協力ﾊﾟﾈﾙ展 於：天文館ぴらもーる

平成中学校講演会（古田） 

ＭＢＣ「開局 60周年感謝の夕べ」（古田） 

鹿児島純心大学祭 パネル展示(古田、小幡、

今屋、柴、鹿児島大学学生ボランティア 2 名)

ボランティア論講義（帖佐）於：鹿児島大学 

学校評価委員会（古田） 

於：県立川内高等学校 

12月 5日 

12 月 10 日

12 月 14 日

  

12 月 22 日 

～28 日 

薩摩川内国際青少年音楽祭実行委員会（神崎）

じゃっど新聞編集会議（神崎、高橋、今屋） 

スタディーツアー事前打ち合わせ（帖佐徹、

帖佐理子、小幡、高橋） 

第 20 回ラオススタディーツアー （帖佐徹、

帖佐理子、古田、小幡） 

 ラオススタディーツアー物品（文具）提供 

興和創薬㈱、小野薬品工業㈱、ファイザー㈱ 

ＭＳＤ㈱ 
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     ◆ ご存知ですか？ 節税になるんです！◆ 
じゃっどは認定ＮＰＯ法人です。寄付金控除が利用できます。 

★寄附の控除とは… 

（寄付金－2000 円）×40％＝減税 

     ※所得税 40％、（地方税 10％）合計最大 50％が控除されます 

 地方税はお住まいの地域によって対象となるかどうかが違います。所得によっては上限がありますので、ご確認ください。 

★寄付金控除を受けるには… 

     1.じゃっどに寄付し領収書を受け取る 

     2.勤務先から「源泉徴収所票」をもらう 

        給与所得者も確定申告が必要です。年末調整では寄付金控除はうけられません。 

     3.確定申告書と計算明細書を作成し税務署に提出 

◆昨年度じゃっどに寄付をくださった皆様ありがとうございます。領収書は事務局へ直接いらした方はその場

で、それ以外の方は新聞発送時に同封しております。ご確認ください。   

◆ かごしまささえ愛フェスタ 2014◆ 

日程：平成 26年 3月 8日(土曜日) 

午前 10 時から 16 時 

場所：かごしま県民交流センター 

じゃっどは、パネル展示で参加します。 

共生・協働の祭典です。是非お立ち寄りください。 

当日お手伝い頂ける方、募集中です！ 

◆  じゃっど総会のお知らせ ◆ 

日時：平成 26 年 5 月 31(土) 

    15 時から 

場所：すこやか健康プラザ 

 ：22-8811 

 万障お繰り合わせのうえ多数のご参加をお願いし

ます。 

会員様の会費納入状況（会費有効期限）は、宛名シール

内に記載してありますので、ご確認ください。（今年度平

成 25 年度会費の有効期間は、平成 25 年 4 月 1 日～平成

26 年 3 月 31 日です）25 年度納入された方には、 

宛名シール：会費有効期限 2014/3/31 とあります。 

※ゆうちょ銀行の自動引落しにて会費お支払の方は､支払

日＝8 月 30 日となっております。 

※振込用紙はすでに次年度会費を納入済みの方にも同封

してあります。寄付金等のご協力にお使いいただければ幸 

いです。 

 

 

★★編集後記★★ 

★いつも焼酎ネタで編集後記を書いていますが今年

は違うネタでスタートしますと思ったのですが・・・

本日まで禁酒１０日ガンマ GDPも良い値かな、帖佐先

生に検査していただく前に飲み方スタートしなきゃ。

相変わらずの新年でした。（ＫＡＭＩ） 

★昨年末にタイ古式マッサージの総本山であるバン

コクのワットポー(バンコク最古のお寺で巨大な金色

の涅槃像がある)で技術を習得しつつ、自分時間を楽

しんできました。２時間もやると良い運動になります

が、マッサージはうけるほうがよい。との結論に至り

ました（はいぶりっじ） 

★何かと長続きしない私。とりあえず今年の目標は、

毎年買い替えても１カ月で終わってしまっていたス

ケジュール帳を、ちゃんとつけたいと思います。（I.K） 

じゃっどの活動は皆様の会費に支えられています。 

机いす募金・寄付金、随時受け付けております。 

よろしくお願いいたします。 

ゆうちょ銀行： 02050-2-4746  口座名 JADDO 
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